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豚鞭虫（Trichuris suis）は，豚の盲腸及び結腸に寄

生する線虫である［1］．多数寄生した場合，豚は重度の

下痢，血便，発育不良を起こし時には急死に至るため，

豚鞭虫症は経営上重要な疾病の一つとされている［2］．

発酵オガクズ豚舎は高温多湿な環境を要する豚鞭虫卵の

発育に好適である［3］．発酵オガクズ豚舎から出される

堆肥は豚鞭虫の幼虫形成卵を濃厚に含んでいる可能性が

あるが，その危険性についての報告は少ない．今回，鹿

児島県内の一貫経営養豚場の放牧場を併設した簡易子豚

舎で子豚の豚鞭虫症が発生した．疫学調査の結果，適切

な処理がなされなかった堆肥中に長期間残存していた豚

鞭虫の幼虫形成卵が発生原因と考えられた．

発　生　概　要

発生農場は，繁殖母豚19頭，肥育豚約180頭を飼養

する鹿児島県内のバークシャー種一貫経営農場であっ

た．豚舎は分娩舎，肥育豚舎，放牧場併設母豚舎，簡易

子豚舎及び放牧場併設簡易子豚舎の5豚舎に区別されて

いた．豚舎構造は，分娩舎，肥育豚舎及び母豚舎がコン

クリートの平床で，簡易子豚舎及び放牧場併設簡易子豚

舎は土の上に直接設置されていた．2009年10月上旬，

放牧場併設簡易子豚舎において8週齢の子豚10頭のう

ち9頭が下痢を呈した．その後，同月下旬までに9頭の

うち5頭が死亡し，2頭が重度削痩となった．

この農場では，2005年頃にも豚鞭虫症の発生歴があ

った．当時の農場は，分娩舎，肥育豚舎，放牧場併設母

豚舎の3豚舎と農場内の畑から構成されていた．豚鞭虫

症はオガクズ敷料を使用していた分娩舎で発生し，豚鞭

虫症発生後，その敷料の大部分は糞尿とともに堆肥舎に

搬入された．しかし，堆肥の切り返し等の適切な処理は

行われず，農場主はこの未熟な堆肥を農場内の畑に日常

的に散布していた．その後，農場において豚鞭虫症の発

生はなかった．2009年3月頃に肥育豚舎と分娩舎の豚

舎間通路に簡易子豚舎を設置し，畑に放牧場併設簡易子

豚舎を設置した．新設した二つの豚舎は同年9月から使

用開始され，今回の10月の発生に至った．

材 料 及 び 方 法

重度削痩を呈した子豚2頭No. 1及び2について，鑑

定殺により病理解剖を実施した．さらに，大脳，小脳，

豚 鞭 虫 卵 に 汚 染 さ れ た 堆 肥 に よ る 子 豚 の
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要　　　　　約

鹿児島県内の一貫経営養豚場の放牧場併設簡易子豚舎において，死亡を伴う豚鞭虫症が子豚に発生した．発生農場で

は，4年前にオガクズ敷料を使用中に豚鞭虫症の発生があった．今回の発生豚舎は，この敷料を堆肥として散布してい

た畑の上に直接設置された簡易豚舎で，今回の豚群に初めて使用された．Oリング法により農場内の豚鞭虫卵のEPG

を計測した結果，発生豚舎の豚房（600EPG），放牧場の表土2カ所（680，800EPG），4年前の残存敷料（160EPG）

から虫卵が検出され，これらすべての土壌から幼虫形成卵が確認された．今回の発生原因は，未熟堆肥の散布により土

壌に残存した4年前の豚鞭虫の幼虫形成卵と考えられた．本報告は，土壌の上で直接豚を飼育する際の豚鞭虫卵の土壌

虫卵検査の重要性を示した．―キーワード：堆肥，子豚，豚鞭虫卵．
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中脳，延髄，脊髄，心臓，肺，肝臓，腎臓，脾臓，胃，

小腸，大腸，腸間膜リンパ節を病理組織学的に検査し

た．また，大腸を10％中性緩衝ホルマリン液により固

定後，実体顕微鏡下で観察した．寄生虫学的検査として，

結腸内容について，飽和食塩水溶液を用いた浮游法によ

り虫卵検査を実施した．細菌学的検査として，大脳，脊

髄，心臓，肺，肝臓，腎臓，脾臓，腸間膜リンパ節，小

腸内容を材料として，5％緬羊血液加トリプチックソイ

寒天培地とDHL寒天培地を用いた好気的培養，チョコ

レート寒天培地を用いた微好気的培養，5％緬羊血液加

GAM寒天培地を用いた嫌気的培養を実施した．また，

小腸内容から分離された非溶血性大腸菌の毒素検査とし

て易熱性エンテロトキシン及び耐熱性エンテロトキシン

の二つの毒素遺伝子についてPCR検査を実施した．さ

らに，結腸内容について，Lawsonia intracellularisの

特異遺伝子について P C R 検査を，B J 培地により

Brachyspira属菌の分離を実施した．ウイルス学的検査

として，扁桃を用いて，蛍光抗体法により豚コレラウイ

ルス抗原を検索した．

環境中の豚鞭虫の虫卵検査を実施した．簡易子豚舎2

カ所（No. ①，②），放牧場併設簡易子豚舎については

豚房1カ所（No. ③），放牧場の表層2カ所（No. ④，⑤），

同地点の50cm深部2カ所（No. ⑥，⑦），分娩舎の片隅

に4年前から残存していた敷料1カ所（No. ⑧），放牧

場併設母豚舎の放牧場1カ所（No. ⑨）の合計9カ所の

土壌を供試材料として飽和食塩水溶液を用いたOリン

グ法により虫卵のEPG値を算出した（図1）．

成　　　　　績

病理解剖所見として供試豚2頭ともに大腸のひ薄化を

認めた．その他の臓器に著変は認められなかった．病理

組織学的所見として2頭ともに大腸では粘膜表層が壊死

し偽膜の形成がみられた．また，大腸の粘膜上皮は餝離

し，多数の線虫の断端及び少数の大腸バランチジウムを

認めた．No. 2の胃では粘膜固有層に充血を認めた．そ

の他の臓器に著変は認められなかった．実体顕微鏡下に

おいて，大腸の偽膜部に体長5～10mmの多数の豚鞭虫

の幼若虫の存在が確認された（図2）．寄生虫学的検査

では結腸内容において豚鞭虫卵は認められず，わずかな

コクシジウムのオーシストのみが認められた．細菌学的

検査においてすべての培養材料から有意菌は分離され

ず，PCR検査についても各種遺伝子は検出されなかっ

た．ウイルス学的検査において豚コレラウイルス抗原は

検出されなかった．

環境中の虫卵検査の結果，豚鞭虫卵が検出された土壌

は，簡易子豚舎No. ①，放牧場併設簡易子豚舎No. ③，

④，⑤，分娩舎の4年前の残存敷料No. ⑧で，EPG値

豚鞭虫卵に汚染された堆肥による子豚の豚鞭虫症の発生事例
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図1 発生農場の見取り図

は2009 年3月に新設された豚舎．2005 年当

時は，放牧場併設簡易子豚舎は畑であった．

番号は土壌の豚鞭虫の虫卵検査の採材地点を示し，

＊は虫卵が検出された地点である．

採材地点②，⑥，⑦，⑨は豚鞭虫卵は検出されず．

図2 大腸に寄生した多数の豚鞭虫の幼若虫（矢印，子豚

No.1）

表　Oリング法による土壌中の豚鞭虫卵検査結果 

 番号 採材地点 EPG 

 ① 簡易子豚舎 200 
 ② 簡易子豚舎 ND 
 ③ 放牧場併設子豚舎　豚房 600 
 ④ 放牧場併設子豚舎　放牧場 680 
 ⑤ 放牧場併設子豚舎　放牧場 800 
 ⑥ ④の50cm掘削地点　 ND 
 ⑦ ⑤の50cm掘削地点　 ND 
 ⑧ 分娩舎　残存敷料 160 
 ⑨ 放牧場併設母豚舎　放牧場 ND

EPG：土壌 1 g中の豚鞭虫卵数 
ND：検出限界以下（EPG 40） 



はそれぞれ200，600，680，800，160であった（表）．

また，虫卵が検出されたすべての土壌から幼虫形成卵が

確認された．

考　　　　　察

供試豚2頭の大腸に豚鞭虫の幼若虫の多数寄生が確認

された．また，豚コレラ，豚赤痢，増殖性腸炎，豚コク

シジウム症が否定された．以上の結果から本症例を豚鞭

虫症と診断した．

放牧場併設簡易子豚舎は，今回の発生豚群に初めて使

用された．当簡易子豚舎内の土壌採材地点No. ③，④，

⑤における検出豚鞭虫卵のEPG値は，それぞれ600，

680，800であった（表，図1）．供試豚2頭の大腸に寄

生していた豚鞭虫の大多数が幼若虫であり，結腸内容の

浮游法から虫卵が検出されなかったことから，これらの

寄生虫体が産卵した可能性はきわめて低いと考えられ

た．豚鞭虫卵は4年前の発生当時の残存敷料No. ⑧から

160EPG検出されたことから，汚染敷量を含んだ堆肥を

未熟なまま畑に散布した結果，牧野に幼虫形成卵が蓄積

したと考えられた．幼虫形成卵は牧野において2～11

年生存する［4h6］．さらに，子豚の大腸に多数寄生して

いた幼若虫の体長が5～10mmであり感染後20～28日

であったと推測される［7］．この期間は，放牧場併設簡

易子豚舎を子豚に使用開始してから今回の発生に至るま

での期間とほぼ一致する．したがって本事例の原因は，

放牧場併設簡易子豚舎の土壌に残っていた4年前の幼虫

形成卵を子豚が摂取したことにより発生したと推測され

た．豚鞭虫卵は，55℃以上の高温環境下では数時間以

内に速やかに死滅する［8］．したがって，豚鞭虫卵に汚

染された敷料は切り返しにより発酵熱を十分上昇させた

適切な堆肥化処理が必要である［8, 9］．

また，豚鞭虫卵は簡易子豚舎No. ①から200EPG検

出された．この豚舎は豚舎間通路に設置されたため，汚

染堆肥を移動する際にこぼれたことが原因と考えられ

た．

50cm深部地点No. ⑥，⑦において虫卵は検出されな

かったが，未熟堆肥が表面のみに散布されていたためと

考えられる．ただし，豚鞭虫卵は地中では紫外線や風雨

の影響を受けないため，地下30cmまでは地表と同様に

11年間は地中に残存する［5, 6］．そのため，汚染され

た牧野の清浄化対策として，牧野を耕起し虫卵を地中に

鋤き込むことは不適切であると考えられた．

本症例では豚鞭虫症の対策として，虫卵が検出された

放牧場併設簡易子豚舎及び簡易子豚舎の使用中止及び飼

養豚全頭へ駆虫薬の投与を実施した．その結果，豚鞭虫

症による被害は収まった．近年，パーシャルデポピュレ

ーションによる豚繁殖・呼吸障害症候群対策［10］及び

飼養密度改善による生産性向上対策の一つとして簡易豚

舎を設置する方法が活用されている．今回の事例から，

土の上に直接簡易豚舎を設置する際には，環境中の豚鞭

虫卵検査が豚鞭虫症の予防に重要であることが示され

た．
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SUMMARY

Trichuriasis was found in piglets at a simple nursery with a paddock on a commercial farrow-to-finish swine
farm in Kagoshima Prefecture.  There had been a history of trichuriasis on this farm four years ago, when saw-
dust was used as compost.  This nursery was built on a field where the sawdust had been spread.  The piglets
were being grazed on the paddock for the first time.  The EPG of the Trichuris suis eggs was measured in soil
samples using the O-ring method.  Trichuris suis eggs were recovered from the pig house nursery (600 EPG),
two plots on the paddock surface (680 and 800 EPG) and the remaining sawdust from four years ago (160 EPG).
Embryonated Trichuris suis eggs were observed in all soil from which eggs were recovered.  These observa-
tions suggest that this case was caused by the embryonated eggs from four years ago remaining in the soil that
had been spread with untreated compost.  This report demonstrates the importance of examining the soil of
any land piglets have been grazed on for Trichuris suis eggs.
― Key words : compost, piglets, Trichuris suis eggs.
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